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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年 5 月 9 日に公表いたしました平成 27 年 3 月期第 2 四半期累計期
間及び通期業績予想を、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 
 

１．平成 27年 3月期第 2四半期累計期間の業績予想の修正（平成 26年 4月１日 ～ 平成 26年 9月 30日） 

（１）連結業績予想数値の修正 

                                   売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

109,000 

百万円 

200 

百万円 

200 

百万円 

100 

円 銭 

0.94 

今回修正予想（Ｂ） 106,000 800 1,500 1,500 14.05 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △3,000 600 1,300 1,400  

増  減  率（％） △2.8 300.0 650.0 －  

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 26年 3月期第 2四半期） 
81,650 109 277 307 2.88 

                                                
（２）個別業績予想数値の修正 

                                   売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

105,000 

百万円 

200 

百万円 

200 

百万円 

100 

円 銭 

0.94 

今回修正予想（Ｂ） 103,000 800 1,600 1,600 14.99 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,000 600 1,400 1,500  

増  減  率（％） △1.9 300.0 700.0 －  

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 26年 3月期第 2四半期） 
79,486 197 262 461 4.33 

 

（３）修正の理由 

（個別業績予想） 

売上高は、一部工事の進捗が下半期にずれ込んだこと等により 20 億円減少する見込みです。営業利益は、主に

土木工事における工事採算の向上や販管費の減少等により 6 億円増加する見込みです。営業利益の増加に加え、

為替差益や受取配当金の増加により営業外収支が改善した結果、経常利益は 14 億円、四半期純利益は 15 億円、

それぞれ増加する見込みです。 
 

（連結業績予想） 

主に個別業績予想の修正に伴い修正を行うものです。 

 

 

 

 

 

 

 



２．平成 27年 3月期通期業績予想の修正（平成 26年 4月１日 ～ 平成 27年 3月 31日） 

（１）連結業績予想数値の修正 

                                   売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

236,800 

百万円 

2,700 

百万円 

3,300 

百万円 

2,600 

円 銭 

24.36 

今回修正予想（Ｂ） 262,000 3,900 4,700 3,900 36.54 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 25,200 1,200 1,400 1,300  

増  減  率（％） 10.6 44.4 42.4 50.0  

（ご参考）前期実績 

（平成 26年 3月期） 
226,164 2,630 3,559 2,685 25.16 

                                                
（２）個別業績予想数値の修正 

                                   売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

228,500 

百万円 

2,500 

百万円 

2,400 

百万円 

1,800 

円 銭 

16.86 

今回修正予想（Ｂ） 253,000 3,700 3,600 3,000 28.11 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 24,500 1,200 1,200 1,200  

増  減  率（％） 10.7 48.0 50.0 66.7  

（ご参考）前期実績 

（平成 26年 3月期） 
220,098 2,509 2,531 1,913 17.93 

 

（３）修正の理由 

（個別業績予想） 

売上高は、手持ち工事の当初の見通しを上回る進捗や新規受注工事の進捗等により 245 億円増加する見込みで

す。営業利益、経常利益、当期純利益は、売上高の増加により、それぞれ 12億円増加する見込みです。 
 

（連結業績予想） 

主に個別業績予想の修正に伴い修正を行うものです。 

 

 

（ご参考）平成 27年 3月期 個別受注予想 

 第 2四半期累計期間 通期 

前回発表予想 
百万円 

170,000 

百万円 

280,000 

今回修正予想 225,265 300,000 

前期実績（平成 26年 3月期） 128,120 284,443 

 

 

 

（注）上記の予想数値は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。    

 

以 上 


